
 

 雛祭りの茶会  
２月１３日（木）・１９日（水）・２０（木）放課後、南風館１階和室にて、茶道部員に

よる茶会を催しました。文化祭ほどの規模ではありませんが、日ごろの練習の成果を披露

する場となるよう心をこめてお茶を立てました。開催中、生徒、先生が多数訪れました。 

見どころ ① 

写真にあるように、茶の湯の冬バージョン

である“炉”でお点前をします。せっかく畳

に炉が切ってあったのに、今まで使われずに

いたところ、今年から道具を揃えて使い始め

ることができました。公立高校の和室で炉の

お点前ができるなんて、京都の高校ぐらいで

す。南高の文化レベルの高さが伺えます。 

見どころ ② 

南風館の和室の押し入れにずっとしまって

あった雛人形を飾りました。遠い昔、南高ＯＢ

の方が寄付してくださったものだと人づてに

聞きました。とても古そうなものですが、茶道

の世界では、それを“侘び（わび）・寂び（さ

び）”として楽しみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南風館和室の炉、棚、お花、掛け軸    １年生は茶箱のお点前を披露します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県の淡柚（あわゆう）というお菓子と雛あられをいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作法通りにお茶をいただきます。      部長の近藤さんがお手本を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顧問の福田先生が雛人形、お花、掛け軸の 

説明をします。 

 茶道部の活動は、毎週金曜日３時半から５時まで、南風館１階の和室で行っています。 

 表千家教授者の第一人者である日根野 孝之先生に指導していただいています。 

 


